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要　　　　　旨
　バスケットボールゲームにおけるシュート力は、本来持っている能力よりも下回る。そ
れは相手によるプレッシャーやプレーヤーの心理的要素等の様々な要因が絡み、変動が見
られるものと思われる。この差異を本研究ではブレと捉えた。このブレは、得点の増減に
直接的に関与するものであり、ゲーム勝敗を決する大きな要因になるものと考えられる。
　そこで、本研究は、Y 大を分析対象にして、フリースロー（１点シュート）、２点シュー
ト、３点シュートの成功率からブレの数値化を試みたものである。その結果、シュート別
ブレの割合について、フリースローのブレは、Y 大、相手チーム共に３％であった。２点
シュートのブレは、Y 大よりも相手チームが13％大きく、３点シュートのブレは、Y 大が
相手チームよりも12％大きいことが認められた。また、得点におけるブレについて、Y 大
は、最大の力が発揮された場合、獲得点数に９～11点を加点することができ、ブレ幅につ
いては、Y 大は、20～24％、相手チームは、22～26％であった。
Ⅰ．はじめに
　バスケットボールは、対峙する２チームがコート上で所定のルールに則り、一定時間プ
レーし、3.05m の高さに設置されたゴールにボールを入れることによって得点が加算され、
その多寡を競い合う競技である。Lehane ３）が、「得点を挙げることがあらゆるプレーヤー
の目的」と指摘しているように、得点を挙げるための技術、即ち、シュートは、バスケッ
トボールのゲームを構成する要素の中でも、極めて重要な要素であり、且つゲーム勝敗に
多大な影響を及ぼすものと考えられる。このことは、Cooper １）、稲垣２）、吉井12）など多
くの指導者が認めている。
　これらの事由を受け、シュートに関する分析的研究は、多くの研究者によって報告８）９）10）11）
されている。筆者らもシュートに関する分析的研究を継続中であり、既に幾つか報告４）５）６）７）
している。シュートは、個人の能力でその成否は決定されるが、実際のゲームにおけるシュー
ト成功率は、本来持っている個人の能力よりも下回ることは自明のことである。それは相手
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チームによって受けるプレッシャー、或いは、プレーヤーの心理的要素等の様々な要因が
絡み、それらによってシュート成功率に変動が見られるものと思われる。この差異を本研
究では、「ブレ」と捉えた。このブレは、得点の増減に直接的に関与するものであり、ゲー
ム勝敗を決するひとつの要因になるものと考えられる。
　そこで、本研究は、バスケットボールゲームで発現されるフリースロー（１P シュート）、
２点シュート、３点シュートの成功率からブレの数値化を試みものである。併せて、シュー
ト指導の示唆を得ようとした。
Ⅱ．研究の方法
　分析に用いた資料は、2010年に開催された東北大学女子バスケットボールリーグにおけ
る Y 大の全８ゲームである。公式ボックススコアを基に、Y 大と相手チームの基礎データ
注1）を抽出した。データを抽出するに当たり、フリースローの試投数、成功数の捉え方を
以下のようにした。フリースローは、シュート時のファウル、１Q（10分）５つ目からのファ
ウル、テクニカルファウルにそれぞれ与えられる。フリースロー試投数は、シュート時に
ファウルされ、そのシュートが入った場合は１投（バスケットボールカウント）、３P シュー
ト時にファウルされ、そのシュートが外れた場合は３投、それ以外は、２投のフリースロー
が与えられる。このようにフリースロー試投数は、フリースロー獲得状況より異なるため、
試投数及び成功数１投につき１として抽出し、シュート別１P として捉えた。表１は、各
ゲームにおける Y 大及び相手チームのシュートに関する基礎データである。このデータ
を基に、１P シュート成功率、２P シュート成功率、３P シュート成功率注２）をそれぞれ
算出した。さらに、それらの値から、１P、２P、３P シュートそれぞれのブレの数量化
をおこなった。
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表１　Y大及び相手チームのシュートの基礎データ
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Ⅲ．数量化の手法
１．シュート成功率
　シュート成功率（P2j）は、シュート試投数（Sj）に対するシュート成功数（Gj）の割合
であり、下記の数式で算出することができる。なお、１P シュート成功率、２P シュート
成功率、３P シュート成功率をそれぞれ P21、P22、P23と表記する。
２．ブレ
　ゲームでは、前述のように、相手チームの戦力レベルの違いによって、受けるプレッ
シャーの強さ及びプレーヤーの心理的要素等により発現されるスキルに変動が見られる。
就中、シュートについては顕著であると思われる。実際、抽出されたデータを基にして捉
えると、１P シュート、２P シュート、３P シュートそれぞれの試投数と成功数の数値に
変動が見られ、それとともにシュート成功率の数値も変動が見られる。この変動を本研究
ではブレ（σP2）
注３）と捉え、下記の数式により算出した。
　この数式を具体的に表すと、次のようになる。ここでは、３P シュート、２P シュート、
１P シュートを｛　｝で区別した。
　この数式を解く過程で、ブレの解が出る直前の√の値を X と置いたとき、３P シュート、
２P シュート、１P シュートそれぞれのブレの大きさの割合を X を用いて算出することが
できる。
　　　　  　　　　= 解
⑴　３P シュートのブレの割合
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⑵　２P シュートのブレの割合
⑶　１P シュートのブレの割合
３．ブレ幅
　これまでに算出されたブレは、シュート別におけるブレの大きさを表したものである。
次に、算出した数値を用いて、それを割合で表すとブレの変動幅（ブレ幅）を求めること
ができる。なお、このブレ幅は、次に示す上極限と下極限により算出する。
⑴　ブレの上極限（σ１）
⑵　ブレの下極限（σ２） 
⑶　ブレ幅
　上極限、下極限を用いて、ブレ幅は、シュート成功率（P2）を基準として考えたとき、
以下のように算出できる。
４．ブレ算出の具体例
　ブレ算出については、Y 大の TG 大戦（一次）のデータを用いて、次に例を挙げる。こ
のゲームは、Y 大の全８ゲームにおいて、２P シュートのブレの割合が最大のゲームである。
Χ
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　算出された数値③は、得点におけるブレの大きさである。このゲームにおいて、Y 大が
獲得した最終点数63点に９点注4）を加算した72点がブレが生じなかった場合に最大で獲得
できる点数であり、９点を減算した54点がブレが生じた場合に最低でも獲得できる点数で
ある。つまり、Y 大がゲームにおいてシュートのブレを最小に抑えられた場合、得点は、
そのブレの分伸ばすことが可能であると考えられ、また、ブレが最大に生じた場合、その
ブレの分得点を失う数値として推測できる。この数式の①における√の数値は、左から
３P シュート、２P シュート、１P シュートを表し、それぞれのシュートの数値を②の√
の中の数値で除することにより、それぞれのシュートがどれ程の割合でブレを生じている
かを算出することができる。このゲームの場合は、下記のようになる。
　このように算出された数値から、３P シュートのブレの割合は、0.35、２P シュートの
ブレの割合は、0.63、１P シュートのブレの割合は、0.02である。ここでシュート別に算
出された数値は、ゲームにどのような影響を及ぼすか捉えることができる。
５．損失プレーの実数値による図式化
　１P、２P、３P シュート別に、得点とシュート成功率について Y 大の S 大戦（二次）
を具体例にして図示すると次のように表すことができる。
（確率）1P    2P     3P 
                  0.75 
                              ① 
                                      0.48 
                                                 0.38 
       0.25 
                                ② 
            9          52         15        （点数）
76
図１　損失プレーの図式例
　１P シュート（FT）については、２P、３P シュートと別に捉えた。また、３P シュー
トについては、２P シュートとシュートの価値を等しくするため、実際のシュート成功率
を1.5倍した値を用いた。図中の直線①は、２P シュート、直線②は、３P シュートを示し
ている。直線①の高数値を示す部分は、リバウンドからのゴール下シュート、スティール
5.14 7.528.28 ++
↓    ↓    ↓
・・・①
0.35  0.63  0.02
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からのノーマークのドリブルシュート、速攻場面でのレイアップシュート等のリング周辺
の２P シュートを表し、また、それは、チームの中で２P シュートが得意である人のシュー
ト成功率の高さを示している。一方、低数値を示す部分は、リングから離れた位置からの
シュートやリング周辺で不成功の２P シュートであり、チームの中で２P シュートが不得
意である人のシュート成功率を表す。直線②の高数値を示す部分は、チームの中で、３P
シュートが得意である人のシュート成功率の高さを表すものであり、低数値を示す部分は、
３P シュートが不得意である人のシュート成功率を表している。斜線部分は、シュートの
ブレやターンオーバー等でチームが損失している部分を示すものである。全８ゲームを図
式化することによって、Y 大及び相手チームのシュート別成功率及び損失プレーの割合を
明らかにした。
Ⅳ．結果と考察
　前述の数式に則り、シュート成功率、得点におけるブレの大きさ、シュート別ブレの割
合、並びにブレ幅について数値化を図った。そして、その数値を基に、検証を試みた。表
２、表３、表４、表５は、Y 大及び相手チームのそれぞれの算出結果を表したものである。
１．シュート成功率（P２j）について
　Y大において、P21は、最大0.80、最小0.50、平均0.65、P22は、最大0.59、最小0.41、平均
0.47、P23は、最大0.39、最小0.20、平均0.28、全体のシュート成功率（P2）は、最大0.55、
最小0.39、平均0.45であった。また、相手チームは、P21は、最大0.83、最小0.36、平均0.67、
P22は、最大0.51、最小0.37、平均0.43、P23は、最大0.41、最小0.14、平均0.22、全体のシュー
ト成功率（P2）は、最大0.50、最小0.38、平均0.42である。P21は、Y 大、相手チームとも
に比較的低数値を示した。Y 大は、P21が相手チームより下回るゲームが５ゲームと多く、
平均値でも相手チームより下回っている。P22は、Y大、相手チームともに上回っているゲー
ムが４ゲーム、下回るゲームが４ゲームとなったが、平均値を比較すると、Y大が0.04相
手チームより上回っている。P23は、Y 大が相手チームよりも上回るゲームが６ゲームと
多く、平均値でも0.06上回る。また、P2は、Y大が相手チームよりも上回るゲームが６ゲー
ムと多く、平均値でも0.03上回った。Y大は、各ゲームにおいて、２P、３P シュートに
よる得点が多く、中でも、相手チームと比較すると、３P シュート試投数（S3）が多いこ
とから、Y大は、３P シュート主体による攻撃チームであることが窺える。（表2）
２．ブレ
⑴　得点におけるブレ（σＰ 2）の大きさについて
　Y大において、ブレは、最大10.82、最小9.1、平均10.09、相手チームは、最大9.79、最
小7.21、平均8.54を示した。これらのデータから、Y大は、全ゲームにおいて、相手より
も大きいことが認められた。また、Y 大は、10.00を超えたゲームが５ゲームあるが、相
手チームは、皆無であった。さらに、相手チームとの平均を比較すると、1.55の差があり、
各ゲームで比較した場合には、相手チームとの差が最大で2.42、最小で0.52である。これ
らのことから、Y 大は、ゲームに臨むにあたり、最大能力が発揮された場合、獲得点数に
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9～11注5）を加点することができ、他方、能力が発揮できない場合には、獲得点数の９～11
が減少になるものと推測される。（表３）
⑵　１P、２P、３P シュート別のブレの割合について
　Y 大は、１P シュートのブレの割合は、最大0.05、最小0.02、平均0.03、２P シュートの
ブレの割合は、最大0.63、最小0.38、平均0.53、３P シュートのブレの割合は、最大0.60、
最小0.35、平均0.44を示した。また、相手チームは、１P シュートのブレの割合は、最大0.07、
最小0.01、平均0.03、２P シュートのブレの割合は、最大0.78、最小0.45、平均0.66、３P シュー
トのブレの割合は、最大0.53、最小0.15、平均0.32を示した。１P シュートのブレは、Y大、
相手チームともに小さく、平均では同数値の0.03を示し、このブレがゲームに与える影響
は小さいものと考えられる。また、Y 大と相手チームは、ブレが小さいにもかかわらず、
P21が低いことから、両者フリースローの劣位が認められる。２P、３P シュートのブレは、
Y大、相手チームともに高数値を示し、Y大は、特に３P シュートのブレが大きく、相手
チームは、２P シュートのブレが大きいことが認められた。このことから、Y 大は、主に
３P シュートにより得点を試み、１ゲームにおける S3が増え、そのためブレが大きくなっ
ているものと考えられる。しかし、相手チームは、S3が Y 大と比して少値なため、３P シュー
トのブレが小さく、２P シュートのブレが大きい。（表４）
⑶　ブレ幅（σ1 － σ2）について
　Y 大のブレ幅は、最大0.24、最小0.20、平均0.22、相手チームは、最大0.26、最小0.22、
平均0.23を示した。Y 大は、ブレ幅が0.20～0.24であり、相手チームよりもブレ幅が小さく、
相手チームは、ブレ幅が0.22～0.26であり、Y 大よりもブレ幅が大きい。また、相手チー
ムは、Y 大よりもブレ幅が大きいゲームが５ゲームであり、Y 大は、相手チームよりも
シュートの安定性が窺えた。（表５）
３．ブレに関するゲーム検証
　Y 大におけるシュート成功率（P２j）、１P、２P、３P シュート別のブレの割合、得点の
ブレの大きさ、ブレ幅について、全８ゲームの中で、顕著な違いが表れた３ゲームを分析
した。
⑴　TG 大戦（一次）について
　ゲーム結果は、63対54であった。このゲームは、全８ゲームの中で、P2が最低値0.39を
示し、シュート種別に見た場合には、P21、P23は、最低値0.20、0.50を示した。また、２P シュー
トのブレの割合が最も大きく0.63を示し、１P、３P シュートのブレの割合は、最低シュー
ト成功率にもかかわらず、シュート試投数が少ないため、最小の0.02、0.35を示した。この
ことから、３P シュートのブレの割合は小さいが、２P シュートのブレの割合が大きいため、
ブレの大きさは、9.1点と最小値を示し、ブレ幅は、最大の0.24を表したと考えられる。
⑵　TG 大戦（二次）について
　ゲーム結果は、78対71であった。このゲームは、TG 大戦（一次）とは逆に、全８ゲー
ムの中で、３P シュートのブレの割合が最大の0.60であり、１P、２P シュートのブレの
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割合は、最小値0.02、0.38を示した。しかし、P2は、平均に近い0.47であった。２P シュー
トのブレの割合は小さいが、３P シュートのブレの大きさは、10.14であり、この結果、ブ
レ幅は、最大の0.24を示したものと考えられる。
⑶　FK 大戦（一次）について
　ゲーム結果は、109対68であった。このゲームは、全８ゲームの中で、最も高い109点を
得点し、また、P2も最高値0.55を示した。しかし、２P、３P シュートのブレの割合に顕
著な差は無く、0.46と0.51とどちらも比較的高い割合を示し、ブレ幅も平均値である0.22
であった。２P、３P シュートのブレの割合がどちらも高数値のため、ブレの大きさが最
大値10.82を示したものと考えられる。
 
 
 
              項目   FT(1P)   2P    3P     AVE 
              Y大①   0.55    0.47   0.26   0.43 
              I大     0.70    0.39   0.18   0.38 
              Y大①   0.60    0.41   0.32   0.43 
              FJ大    0.67    0.47   0.14   0.39 
              Y大①   0.50    0.45   0.20   0.39 
              TG大    0.72    0.46   0.14   0.50 
              Y大①   0.71    0.59   0.39   0.55 
              FK大    0.75    0.38   0.41   0.41 
              Y大①   0.67    0.45   0.26   0.42 
              S大     0.60    0.51   0.15   0.45 
              Y大②   0.80    0.46   0.31   0.47 
              TG大    0.36    0.48   0.27   0.44 
              Y大②   0.62    0.46   0.27   0.44 
              FJ大    0.83    0.38   0.29   0.42 
              Y大②   0.75    0.48   0.25   0.47 
              S大     0.75    0.37   0.17   0.38 
              Y 大 AVE  0.65    0.47   0.28   0.45 
             相手 AVE  0.67    0.43   0.22   0.42 
                        
2 pt
 
 
 
              項目    FT(1P)   2P    3P 
              Y大①    0.05    0.53   0.42 
              I大     0.03    0.63   0.34 
              Y大①    0.05    0.50   0.45 
              FJ大     0.02    0.64   0.34 
              Y大①    0.02    0.63   0.35 
              TG大     0.07    0.78   0.15 
              Y大①    0.03    0.46   0.51 
              FK大     0.01    0.49   0.50 
              Y大①    0.02    0.56   0.42 
              S大     0.02    0.77   0.21 
              Y大②    0.02    0.38   0.60 
              TG大     0.03    0.73   0.24 
              Y大②    0.03    0.55   0.42 
              FJ大     0.02    0.45   0.53 
              Y大②    0.02    0.60   0.38 
              S大      0.02    0.76   0.22 
             Y 大 AVE    0.03    0.53   0.44 
             相手 AVE   0.03    0.66   0.32 
                   
2 pt
 
 
 
              項目    上極限 下極限  ブレ 
              Y大①    0.53    0.33   0.20 
              I大     0.49    0.27   0.22 
              Y大①    0.53    0.33   0.20 
              FJ大    0.51    0.27   0.24 
              Y大①    0.51    0.27   0.24 
              TG大    0.61    0.39   0.22 
              Y大①    0.66    0.44   0.22 
              FK大    0.54    0.28   0.26 
              Y大①    0.52    0.31   0.21 
              S大     0.57    0.33   0.24 
              Y大②    0.59    0.35   0.24 
              TG大    0.55    0.33   0.22 
              Y大②    0.55    0.33   0.22 
              FJ大    0.54    0.30   0.24 
              Y大②    0.58    0.36   0.22 
              S大     0.49    0.27   0.22 
             Y 大 AVE     0.59    0.34   0.22 
             相手 AVE    0.54    0.31   0.23 
 
表２　Y大及び相手チームのシュート成功率
表４　Y大及び相手チームのシュート別のブレ 表５　Y大及び相手チームのブレ幅
 
 
 
                項目       Y大   相手    差 
              Y 大 vs I大①    10.58    8.16    2.42 
              Y 大 vsFJ大①    10.39    8.18    2.21 
              Y 大 vsTG大①     9.10    7.21    1.89 
              Y 大 vsFK大①    10.82    9.79    1.03 
              Y 大 vs S大①    10.49    8.43    2.06 
              Y 大 vsTG大②    10.14    9.05    1.09 
              Y 大 vsFJ大②     9.68    9.16    0.52 
              Y 大 vs S大②     9.48    8.36    1.12 
                 AVE         10.09    8.54    1.54 
                          
2 pt
表３　Y大と相手チームの得点におけるブレと差
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４．損失プレーの図式化
　図２～図５は、損失プレー（斜線部分）を示したものである。Y大の全８ゲームのデー
タを基に作成した図を比較すると、損失プレーの最小ゲームは、TG 大戦（二次）であり、
また、最大ゲームは、FK 大戦（一次）であった。相手チームの最小ゲームは、FJ 大（一
次）であり、また、最大ゲームは、TG 大（二次）であった。Y 大は、どのゲームにおい
ても、２P シュート確率を高めること、或いは、リング周辺での２P シュートを増加する
ことが指導にあたって必要要素かと思われる。また、一般的には、２P シュートに見られ
る高数値と併せて、フリースロー成功率の高数値が望ましいとされる。しかし、Y大は、
ほとんどのゲームにおいて、そのような図が見られず、Y大は、フリースロー成功率の向
上に指導の示唆があるものと窺える。また、相手チームは、Y大よりもフリースロー成功
率が高確率であることから、Y大は、フリースローを提供するファールの減少に努める必
要性があるものと思われる。
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図２　Y大の損失プレーの最小ゲーム
　　　（対TG戦）
図３　Y大の損失プレーの最大ゲーム
　　　（対FK戦）
図４　相手チーム（FJ）の損失
　　　プレーの最小ゲーム
図５　相手チーム（TG）の損失
　　　プレーの最大ゲーム
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まとめ
　本研究は、2010年に開催された東北大学女子バスケットボールリーグにおける Y 大と
相手チームを対象とし、フリースロー（１点シュート）、２点シュート、３点シュートの
成功率からシュート別のブレの割合、ブレの大きさ、ブレ幅の数量化を試みたものである。
　結果をまとめると次の通りである。
１．シュート別ブレの割合について、フリースローのブレは、Y 大、相手チーム共に0.03であっ
た。２点シュートのブレは、Y 大（0.53）よりも相手チーム（0.66）が0.13大きく、３点シュー
トのブレは、Y 大（0.44）が相手チーム（0.32）よりも0.12大なることが認められた。
２．得点におけるブレの大きさについて、Y 大は、最大の力が発揮された場合、獲得点数
に９～11点を加点することができ、発揮されなかった場合は、９～11点を獲得できない
ことが分かった。
３．ブレ幅について、Y 大は、0.20～0.24、相手チームは、0.22～0.26あり、Y 大は、相手チー
ムより少数値を示し、平均値で比しても、Y 大（0.22）は、相手チーム（0.23）よりも0.01
少数値を示した。
４．ブレに関するゲーム検証について、２点シュートのブレの割合が大きく、３点シュー
トのブレの割合が小さい場合には、得点におけるブレ幅は小さい。また、２点シュート
のブレの割合が小さく、３点シュートのブレの割合が大きい場合には、ブレ幅は大きい。
注
注１）ゲームにおいて発現された各チームの生のデータであり、ここではそれぞれのゲー
ムからシュート項目ごとに累積した実数を示すものである。
注２）相手チームの中で３P シュート成功率が０％のチームがあるため、最尤値を用い
てデータを算出した。最尤値とは、シュート試投数（分母）を２、シュート成功数（分
子）を１加算することによって、算出する方法である。なお、最尤値は、試投数が
10以下のゲームに限り用いる。
注３）σP2 は、P2の標準偏差を表し、P2は、シュート力を表すため、このように表記した。
注４）数式では小数点以下まで算出されるが、実際のゲームにおいて、点数は、実数で
表されるため、算出された数値を実数にした。
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Summary
Kuniaki OGA*,Yoshihiro KODAMA**,Kazuhiko NODERA***,Hyungjun KIM****：
An Analysis of the Bure of Shooting in the Basketball Games
　There are many factors contributing to this phenomenon including the pressure from 
opponent teams, player's psychological condition and so on , which is often fluctuated during 
basketball games. This paper will explore a number of differences among the plays. In this 
research, we call the difference as the “ Bure“. Bure is directly related to the score. Also, 
Bure is one of the main factors to decide whether the team will win or lose in the game. 
　Therefore, we will take Y University as an example to analyze the percentage of the 
successful free-throw shots like two-point shots or three-point shots and then count the 
numerical value of the Bure. As the result, the ratio of each kind of shots will be elaborated 
as follows. Both of the Y University and opponent team have 3% Bure in the free-throw 
shots. Y University has 13% higher than opponent team in the two-point shots. Y University 
has 12% higher than opponent team in the three-point shots. Beside, respecting the score of 
the Bure, 9 to 11 points can be added to Y University . In addition, the range of the Bure is 
20-24% to the Y University and 22-26% to the opponent team.
*Course of Sports,Faculty of Education,Art and Science
**Sendai University
***Tamagawa University
****Fuji University
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